
大
江
以
言
の
「
詩
境
」

田

中

理

子

は
じ
め
に

　

大
江
以
言
（
九
五
五
～
一
〇
一
〇
）
は
、
平
安
中
期
に
活
躍
し
た
詩
人
で
あ
る
。
そ
の
詩
文
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
や
『
新
撰
朗
詠
集
』
に

摘
句
さ
れ
て
お
り
、
名
の
知
ら
れ
た
詩
人
で
あ
る
こ
と
わ
か
る
。
同
時
代
人
か
ら
の
評
価
を
知
る
資
料
と
し
て
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
や
『
本

朝
麗
藻
』
が
あ
る
。
そ
の
後
に
編
ま
れ
た
『
本
朝
文
粋
』
や
『
江
談
抄
』
に
も
以
言
の
作
は
多
く
、『
新
撰
朗
詠
集
』
に
は
本
朝
の
詩
人
で

最
多
の
詩
が
入
選
し
て
お
り
後
世
か
ら
の
評
価
も
高
い
。
し
か
し
、
そ
の
以
言
に
つ
い
て
は
後
藤
昭
雄
氏
や
田
中
進
一
氏
の
論
を
見
る
ば
か

り
で
あ
り（

（
（

、
彼
の
詩
語
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
九
月
尽
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
以
言
の
「
秋
未
出
詩
境
」
詩
の
題
に
あ
る
「
詩
境
」
と
い
う
語
に

つ
い
て
論
じ
る
。
こ
の
「
詩
境
」
は
白
詩
に
用
例
が
み
ら
れ
る
語
で
あ
る
が
、
以
言
の
詩
題
の
そ
れ
と
は
異
な
る
。
以
言
が
こ
の
「
詩
境
」

の
語
を
ど
の
よ
う
に
受
け
取
っ
て
自
ら
の
作
品
に
利
用
し
た
の
か
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
後
世
へ
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
考

え
る
。
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一
、
大
江
以
言
と
大
江
匡
房

　

本
朝
に
お
け
る
「
詩
境
」
の
使
用
で
著
名
な
も
の
に
大
江
匡
房
（
一
〇
四
一
～
一
一
一
一
）
の
「
詩
境
記
」
が
あ
る
。「
詩
境
記
」
に
つ

い
て
は
後
藤
昭
雄
氏
の
論
が
詳
し
く
、

「
詩
境
」
は
、
こ
の
「
記
」
で
は
「
境
」
の
字
義
に
引
き
つ
け
て
、
一
つ
の
空
間
、
国
と
し
て
仮
構
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
心
的

な
は
た
ら
き
を
一
つ
の
空
間
に
置
き
換
え
る
と
い
う
こ
の
「
記
」
の
発
想
、
結
構
は
、「
詩
境
記
」
と
い
う
そ
の
題
と
と
も
に
、
初
唐

の
王
績
の
「
酔
郷
記
」
に
倣
う
も
の
で
あ
る（

（
（

。

と
、
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
右
の
「
仮
構
」
さ
れ
た
「
空
間
」
を
本
稿
で
は
「
仮
想
空
間
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
の
仮
想
空
間
の
「
詩

境
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
は
、「
酔
郷
記
」
を
見
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
に
「
酔
郷
記
」
お
よ
び
「
詩
境
記
」
の
冒
頭
部
を
載
せ
る
。

　
　

酔
郷
記（

（
（

　
　
　
　
　

王
績

酔
之
郷
、
去
中
国
不
知
其
幾
千
里
也
。
其
土
曠
然
無
涯
、
無
丘
陵
阪
険
。
其
気
和
平
一
揆
、
無
晦
明
寒
暑
。
其
俗
大
同
、
無
邑
居
聚
落
。
其
人
甚

精
、
無
愛
憎
喜
怒
。
吸
風
飲
露
、
不
食
五
穀
。
其
寝
于
于
、
其
行
徐
徐
。
与
鳥
獣
魚
鱉
雑
処
、
不
知
有
舟
車
械
器
之
用
。（
後
略
）

酔
の
郷
は
、
中
国
を
去
る
こ
と
其
の
幾
千
里
な
る
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
其
の
土
は
曠
然
と
し
て
涯
無
く
、
丘
陵
阪
険
無
し
。
其
の
気
は
和
平
一

揆
に
し
て
、
晦
明
寒
暑
無
し
。
其
の
俗
は
大
同
に
し
て
、
邑
居
聚
落
無
し
。
其
の
人
は
甚
だ
精
に
し
て
、
愛
憎
喜
怒
無
し
。
風
を
吸
ひ
露
を
飲
み
、

五
穀
を
食
ら
は
ず
。
其
の
寝
は
于
于
と
し
て
、
其
の
行
は
徐
徐
た
り
。
鳥
獣
魚
鱉
と
雑
は
り
処
り
、
舟
車
械
器
の
用
有
る
を
知
ら
ず
。（
後
略
）

　

酔
っ
ぱ
ら
い
の
国
だ
と
い
う
「
酔
郷
」
は
、
こ
の
世
界
か
ら
ど
れ
ほ
ど
遠
い
と
こ
ろ
か
分
か
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
果
て
が
な
く
、
丘
や
険
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し
い
山
の
無
い
景
色
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
地
の
気
候
は
い
つ
も
穏
や
か
で
、
夜
も
昼
も
な
く
、
寒
さ
や
暑
さ
は
感
じ
な
い
。
そ
し
て
、

ど
こ
に
も
人
の
住
む
集
落
は
な
い
。「
酔
郷
」
の
人
々
に
は
愛
憎
も
喜
怒
は
な
く
、
み
な
風
を
吸
い
露
を
飲
み
、
五
穀
は
口
に
し
な
い
。

人
々
は
ゆ
っ
く
り
と
眠
り
、
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
鳥
獣
や
魚
や
鼈
（
す
っ
ぽ
ん
）
が
集
ま
る
。
そ
の
地
へ
行
く
の
に
舟

や
車
を
用
い
る
必
要
は
な
く
、
た
だ
、
酒
に
酔
え
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

　
　

詩
境
記　
　
　
　
　

大
江
匡
房

夫
詩
境
、
無
水
土
山
川
、
無
人
民
戸
邑
。
又
不
知
在
何
方
面
。
瞥
然
而
至
、
倐
忽
而
往
。
至
其
佳
境
、
難
中
之
難
也
。
以
翰
墨
為
場
、
以
感
傷
為

俗
。
花
月
輸
租
税
、
煙
霞
代
封
禄
。（
後
略
）

夫
れ
詩
境
は
、
水
土
山
川
無
く
、
人
民
戸
邑
無
し
。
又
何
れ
の
方
面
に
在
る
か
を
知
ら
ず
、
瞥
然
と
し
て
至
り
、
倐
忽
と
し
て
往
く
。
其
の
佳
境

に
至
る
は
、
難
中
の
難
な
り
。
翰
墨
を
以
て
場
と
為
し
、
感
傷
を
以
て
俗
と
為
す
。
花
月
を
租
税
に
輸
し
、
煙
霞
を
封
禄
に
代
ふ
。（
後
略
）

　
「
詩
境
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
は
、
水
の
流
れ
る
川
や
土
で
で
き
た
山
は
無
く
、
人
も
住
ん
で
い
な
い
。「
詩
境
」
は
ど
こ
に
有
る
の
か
も
分

か
ら
な
い
国
で
あ
る
が
、
ち
ら
り
と
心
に
浮
か
ん
だ
時
に
突
然
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
あ
る
。「
詩
境
」
へ
行
く
の
は
難
中
の
難

で
あ
る
。「
詩
境
」
へ
行
く
に
は
、
心
の
動
く
ま
ま
に
詩
を
詠
む
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
地
で
は
花
月
や
煙
霞
と
い
っ
た
詩
興
を

起
こ
す
自
然
の
景
物
が
租
税
で
あ
り
、
封
禄
な
の
で
あ
る
。

　

後
藤
氏
は
、「
詩
境
記
」
の
構
文
が
「
酔
郷
記
」
に
依
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。「
詩
境
記
」
の
「
無
水
土
山
川
、
無
人
民
戸
邑
。
又
不
知

在
何
方
面
。」
の
構
文
は
「
無
―
、
無
―
、（
又
）
不
知
―
」
で
、「
酔
郷
記
」
の
「
去
中
国
不
知
其
幾
千
里
也
。
其
土
曠
然
無
涯
、
無
丘
陵

阪
険
。」
に
倣
っ
て
い
る
と
い
う
。

大江以言の「詩境」3



　

更
に
、
構
文
だ
け
で
な
く
、「
詩
境
記
」
の
発
想
も
「
酔
郷
記
」
に
依
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。「
詩
境
記
」
の
「
以
翰
墨
為
場
」
と
は
、

詩
を
詠
む
こ
と
に
よ
っ
て
「
詩
境
」
と
い
う
仮
想
空
間
に
至
る
こ
と
を
言
う
。
こ
れ
は
酒
を
飲
む
こ
と
に
よ
っ
て
「
酔
郷
」
に
到
達
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
「
酔
郷
記
」
の
発
想
と
同
じ
で
あ
る
。　

　

以
言
の
「
秋
未
出
詩
境
」
に
つ
い
て
、『
江
談
抄
』〔
四
‒
八
九（

（
（

〕
に
、
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

　
　

文
峰
案
レ
轡
白
駒
影　

詞
海
艤
レ
舟
紅
葉
声　

秋
未
レ
出
二
詩
境
一。
以
言
。

以
言
初
作
二
駒
過
影
落
葉
声
一
云
々
。
六
条
宮
見
レ
草
、
被
レ
書
二
白
字
肝
要
之
由
一。
仍
改
作
云
々
。
以
言
与
二
斉
名
一
被
二
相
試
一
日
、
承
作
云
々
。

斉
名
常
以
為
レ
愁
。
称
曰
、
最
手
片
廻
、
何
謀
計
云
々
。
斉
名
臨
終
、
宮
被
レ
訪
。
報
命
、
恩
旨
恐
悚
千
廻
、
但
白
字
事
不
二
忘
却
一
云
々
。
又
大

府
卿
談
曰
、
件
題
、
斉
名
作
、
霜
花
後
乗
詞
林
裏
、
風
葉
前
駈
筆
駅
程
。
至
二
于
下
七
字
一、
風
之
駈
レ
葉
歩
二
前
駈
一
之
義
、
尤
有
レ
興
、
霜
花
後
乗
、

甚
以
無
レ
由
。
彼
時
斉
名
云
、
以
言
詩
、
白
駒
之
白
字
、
六
条
宮
不
レ
令
レ
直
者
、
劣
二
於
我
詩
一
久
。
而
件
詩
、
雖
レ
不
レ
直
二
紅
白
二
字
一、
案
艤
両

字
吉
尽
二
題
意
一。
未
レ
出
之
心
籠
二
此
義
之
中
一。
然
則
可
レ
謂
レ
勝
二
斉
名
霜
花
之
句
一、
歟
云
々
。
或
人
問
云
、
但
不
レ
直
レ
字
者
、
駒
過
影
落
葉
声
三

字
、
読
甚
以
砕
歟
。
答
云
、
無
二
白
字
一
者
、
非
二
只
読
砕
一、
上
句
無
二
秋
心
一
歟
。
白
駒
者
秋
也
。
白
字
直
千
金
也
。

　

以
言
は
初
め
「
白
駒
影
」
を
「
駒
過
影
」、「
紅
葉
声
」
を
「
落
葉
声
」
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
六
条
宮
に
「
白
」
の
字
を
用
い
る
の
が

肝
心
だ
と
言
わ
れ
て
改
作
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
以
言
は
及
第
し
、
一
緒
に
受
け
た
紀
斉
名
は
落
ち
た
。
そ
の
後
斉
名
は
臨
終
の
際
に
、
見
舞

い
に
来
た
六
条
宮
に
感
謝
し
つ
つ
も
、
白
の
字
の
こ
と
は
忘
れ
な
い
と
言
っ
た
と
い
う
。『
江
談
抄
』
に
は
、
白
の
字
が
無
け
れ
ば
上
の
句

に
秋
を
表
す
も
の
が
無
く
な
っ
て
し
ま
い
お
も
し
ろ
み
に
欠
け
る
た
め
、
白
の
字
は
値
千
金
だ
と
書
か
れ
て
い
る
。「
白
」
の
字
が
こ
の
詩

の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
大
府
卿
つ
ま
り
匡
房
は
改
作
前
で
も
「
案
艤
両
字
吉
尽
題
意
」
と
評
し
て
お
り
、
匡
房
は
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「
案
」
と
「
艤
」
の
字
が
重
要
だ
と
述
べ
て
い
る
。
匡
房
は
こ
の
詩
題
を
ど
う
考
え
、
以
言
の
詩
を
評
価
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

問
題
の
以
言
の
作
の
前
に
、
同
じ
題
で
詠
ま
れ
た
斉
名
の
作
を
見
る
。

霜
花
後
乗
詞
林
裏　
　
　

霜
花
は
後
乗
す
詞
林
の
裏

風
葉
前
駈
筆
駅
程　
　
　

風
葉
は
前
駈
す
筆
駅
の
程

　

秋
が
去
っ
て
そ
の
後
を
追
う
よ
う
に
霜
が
降
り
、
秋
が
去
る
先
駆
け
と
し
て
落
葉
は
風
に
舞
う
。

　

季
節
が
道
を
行
き
帰
る
と
い
う
発
想
は
、
平
安
朝
の
詩
歌
に
よ
く
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
斉
名
の
作
に
あ
る
「
駅
」
や
、
道
に
関
わ

る
「
関
」
や
「
城
」
な
ど
道
に
関
わ
る
語
の
使
用
が
目
立
つ（

（
（

。
斉
名
の
作
は
秋
の
終
わ
り
に
生
じ
る
惜
秋
の
想
い
を
「
詩
境
」
と
し
て
、
秋

が
去
っ
て
い
く
寂
し
さ
を
詠
ん
で
い
る
。
先
行
す
る
発
想
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
三
月
尽
・
九
月
尽
部
に
も
見
え
る（

（
（

。

　

こ
こ
で
注
目
す
る
の
は
、
匡
房
は
「
風
葉
前
駈
」
を
「
以
有
興
」
と
賞
賛
し
て
い
る
が
、「
霜
花
後
乗
」
に
つ
い
て
は
「
甚
以
無
由
」
と

述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。「
詩
境
」
を
「
詩
境
記
」
的
に
捉
え
る
と
、「
霜
花
後
乗
」
は
秋
が
「
詩
境
」
と
い
う
仮
想
空
間
か
ら
去
っ
た
様
子

を
表
し
て
お
り
、
詩
題
に
沿
わ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
以
言
の
作
を
見
る
。「
秋
未
出
詩
境
」
詩
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
九
月
尽
部
に
も
採
ら
れ
て
い
る
。

　
　

秋
未
出
詩
境　
〔
二
九
六（

（
（

〕　

大
江
以
言

文
峰
案
轡
白
駒
景　
　
　

文
峰
に
轡
を
案
ず
白
駒
の
景

大江以言の「詩境」5



詞
海
艤
舟
紅
葉
声　
　
　

詞
海
に
舟
を
艤
ふ
紅
葉
の
声

　

秋
の
陽
ざ
し
は
九
月
尽
の
山
を
越
え
よ
う
と
し
て
秋
の
最
後
と
い
う
今
日
の
一
日
を
、
詩
才
に
た
け
た
人
々
が
集
ま
る
峰
に
、
轡
を
押
さ

え
て
馬
の
歩
み
を
留
め
て
く
れ
て
い
る
。
秋
の
紅
葉
を
吹
く
風
の
音
も
、
今
や
海
の
彼
方
へ
舟
出
し
て
い
こ
う
と
し
て
、
文
章
の
士
が
集
う

海
辺
に
、
今
日
を
限
り
の
秋
風
を
響
か
せ
な
が
ら
舟
よ
そ
お
い
を
し
て
い
る
こ
と
だ
。

　
『
江
談
抄
』
で
値
千
金
だ
と
言
わ
れ
た
白
は
、
五
行
説
で
秋
を
示
す
色
で
あ
る
。
こ
の
句
は
、
秋
の
日
の
光
を
表
す
「
白
駒
景
」
と
、
紅

葉
を
揺
ら
す
風
の
音
で
あ
る
「
紅
葉
声
」
に
よ
っ
て
色
対
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
匡
房
の
意
見
に
よ
る
と
「
案
」「
艤
」
の
字
は
詩
題
の
意
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
詩
で
は
秋
は
詩
題
の
「
詩
境
」

に
留
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
「
詩
境
」
に
は
「
文
峰
」
や
「
詞
海
」
と
い
っ
た
文
章
に
ま
つ
わ
る
景
色
が
広
が
っ
て
い
る
。
文
峰
や
詞
海
の
よ

う
な
現
実
で
は
な
い
仮
想
の
世
界
に
お
い
て
、
秋
は
擬
人
化
さ
れ
、
九
月
尽
日
を
惜
し
む
た
め
に
「
詩
境
」
に
留
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
仮
想
空
間
を
描
く
「
詩
境
」
は
匡
房
の
「
詩
境
記
」
の
発
想
と
よ
く
似
て
い
る
。

　

し
か
し
、「
詩
境
」
は
匡
房
以
前
の
作
に
も
見
え
る
語
で
、
後
藤
氏
も
匡
房
に
先
行
す
る
「
詩
境
」
の
語
の
使
用
例
と
し
て
『
江
談
抄
』

や
『
侍
臣
詩
会
』
の
詩
句
を
挙
げ
て
い
る
よ
う
に
、
匡
房
以
前
の
「
詩
境
」
の
語
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

仮
想
空
間
を
描
く
の
に
「
酔
郷
記
」
を
利
用
し
た
の
は
匡
房
に
は
じ
ま
る
こ
と
で
は
な
い
。
後
藤
氏
前
掲
論
文
や
新
間
一
美
氏
に
よ
る
と

「
酔
郷
記
」
は
す
で
に
道
真
の
詩
に
用
い
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

　

こ
の
惜
春
の
想
い
を
詠
ん
だ
詩
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
三
月
尽
の
部
に
採
ら
れ
て
い
る
。
道
真
の
「
送
春
」
詩
は
、「
酔
郷
記
」
の
「
酔
郷
」

の
よ
う
な
風
景
は
描
か
れ
て
は
い
な
い
が
、
も
し
春
が
別
れ
を
惜
し
む
な
ら
、
と
仮
想
し
て
い
る
。
そ
の
仮
想
を
、
よ
り
「
酔
郷
記
」
的
に

深
め
た
も
の
が
以
言
の
「
秋
未
出
詩
境
」
詩
で
あ
る
。
そ
の
「
詩
境
」
に
は
「
文
峰
」
や
「
詞
海
」
と
い
っ
た
仮
想
の
風
景
が
広
が
っ
て
お
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り
、
そ
こ
に
人
に
仮
想
さ
れ
た
秋
が
留
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

匡
房
は
以
言
の
「
秋
未
出
詩
境
」
詩
を
、
仮
想
空
間
の
「
詩
境
」
を
詠
ん
だ
詩
で
、
そ
こ
に
留
ま
る
秋
を
詠
ん
だ
詩
と
捉
え
た
。
そ
の
匡

房
は
「
詩
境
」
を
仮
想
空
間
に
見
立
て
「
詩
境
記
」
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
詩
境
記
」
が
「
酔
郷
記
」
に
倣
っ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

以
言
が
詠
ん
だ
仮
想
空
間
の
「
詩
境
」
の
発
想
も
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二　
「
詩
境
」
の
語
の
展
開

　

本
章
で
は
「
詩
境
」
を
三
つ
に
分
類
し
て
そ
の
語
を
論
じ
る
。

（
一
）
詩
を
作
り
た
く
な
る
「
詩
境
」

　

平
安
朝
の
詩
人
に
と
っ
て
の
「
詩
境
」
と
い
う
語
の
イ
メ
ー
ジ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
詩
人
と
し
て
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
白
居
易

で
あ
る
。
白
居
易
は
「
詩
境
」
と
い
う
語
を
、
詩
を
作
り
た
く
な
る
気
持
ち
と
し
て
用
い
て
い
る
。
そ
の
例
は
二
例
あ
る
。
一
つ
は
「
秋

池
二
首
」
の
其
の
二
で
あ
る
。

　
　

秋
池
二
首　

其
一
〔
2
2
7
5（（
（

〕　

白
居
易

身
閑
無
所
為　

心
閑
無
所
思　
　
　

身
は
閑
に
し
て
為
す
所
無
く
、
心
閑
に
し
て
思
ふ
所
無
し

況
当
故
園
夜　

復
此
新
秋
池　
　
　

況
ん
や
故
園
の
夜
に
当
た
る
を
や
、
ま
た
此
の
新
秋
の
池

岸
暗
鳥
棲
後　

橋
明
月
出
時　
　
　

岸
暗
く
鳥
棲
み
し
後
、
橋
明
ら
か
に
し
て
月
出
で
し
時

菱
風
香
散
漫　

桂
露
光
参
差　
　
　

菱
風
香
り
散
漫
し
、
桂
露
光
参
差
た
り

静
境
多
独
得　

幽
懐
竟
誰
知　
　
　

静
境
多
く
独
り
得
、
幽
懐
竟
に
誰
か
知
ら
ん

大江以言の「詩境」7



悠
然
心
中
語　

自
問
来
何
遅　
　
　

悠
然
た
り
心
中
の
語
、
自
ら
問
ふ
来
る
こ
と
何
ぞ
遅
き
や
と

　

身
は
閑
で
何
も
す
る
こ
と
は
な
く
、
心
も
閑
で
思
う
こ
と
も
な
い
。
特
に
故
園
の
夜
の
、
特
に
秋
に
な
っ
た
ば
か
り
の
池
の
ほ
と
り
は
な

お
さ
ら
だ
。
岸
辺
が
暗
く
な
り
鳥
が
ね
ぐ
ら
に
帰
っ
た
後
、
月
が
上
っ
て
橋
を
明
る
く
照
ら
す
頃
。
風
は
菱
の
香
を
運
び
、
桂
の
葉
に
置
く

露
が
ち
ら
ち
ら
と
輝
く
。
こ
う
し
た
静
か
な
境
地
は
大
抵
一
人
ぼ
っ
ち
の
時
に
得
ら
れ
る
も
の
だ
か
ら
、
こ
の
私
の
静
か
な
心
は
誰
も
知
る

ま
い
。
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
い
た
気
持
ち
で
い
る
と
心
の
中
の
言
葉
が
聞
こ
え
る
。
ど
う
し
て
も
っ
と
早
く
こ
こ
に
来
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う

と
。　

　

其
二
〔
2
2
7
6
〕　　
　
　

白
居
易

朝
衣
薄
且
健　

晩
簟
清
仍
滑　
　
　

朝
衣
薄
く
し
て
且
つ
健
、
晩
簟
清
く
仍
ほ
滑
か
な
り

社
近
燕
影
稀　

雨
余
蝉
声
歇　
　
　

社
近
く
燕
影
稀
に
、
雨
余
蝉
声
歇
む

閑
中
得
詩
境

8

8　

此
境
幽
難
説　
　
　

閑
中
に
詩
境
を
得
、
此
の
境
幽
に
し
て
説
き
難
し

露
荷
珠
自
傾　

風
竹
玉
相
戞　
　
　

露
荷
珠
自
ら
傾
き
、
風
竹
玉
相
戞
す

誰
能
一
同
宿　

共
翫
新
秋
月　
　
　

誰
か
能
く
一
た
び
同
じ
く
宿
し
、
共
に
新
秋
の
月
を
翫
ば
ん

暑
退
早
涼
帰　

池
辺
好
時
節　
　
　

暑
退
き
て
早
涼
帰
り
、
池
辺
好
き
時
節
な
り

　

朝
の
衣
は
薄
く
て
体
は
健
や
か
、
夕
べ
の
椅
子
は
清
ら
か
で
滑
ら
か
で
あ
る
。
社
の
近
く
に
は
燕
の
姿
も
め
っ
た
に
見
え
ず
、
雨
あ
が
り

に
蝉
の
声
も
止
ん
で
い
る
。
閑
中
で
詩
を
作
り
た
く
な
る
よ
う
な
境
地
に
至
っ
た
が
、
そ
れ
は
深
遠
な
幽
の
境
地
で
あ
り
表
現
で
き
な
い
。

露
の
珠
は
お
の
ず
と
傾
き
、
風
に
揺
れ
る
竹
の
玉
の
よ
う
な
音
も
響
い
て
い
る
。
誰
と
一
緒
に
こ
こ
に
宿
り
、
秋
に
な
っ
た
ば
か
り
の
月
を
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愛
で
る
の
だ
ろ
う
か
、
暑
さ
が
退
い
て
涼
し
さ
が
帰
っ
て
き
た
こ
の
池
の
よ
い
時
節
に
。

　
「
静
境
」
は
そ
も
そ
も
一
人
ぼ
っ
ち
の
時
に
得
ら
れ
る
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、「
幽
境
」
は
誰
も
知
り
よ
う
が
な
い
と
白
居
易
は
い
う
。「
静

境
」
も
「
幽
境
」
も
「
身
閑
無
所
為
、
心
閑
無
所
思
」
で
故
園
の
夜
を
楽
し
ん
で
得
た
も
の
で
あ
る
。「
其
二
」
で
は
閑
の
中
に
「
詩
境
」

を
得
て
お
り
、
静
か
な
場
所
や
自
ら
が
閑
で
あ
る
こ
と
が
詩
を
作
る
気
持
ち
を
引
き
起
こ
す
と
表
現
し
て
い
る
。

　

白
詩
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
作
と
し
て
菅
原
道
真
の
「
秋
雨
」
詩
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
詩
に
は
「
詩
境
」
の
語
は
み
え

な
い
。
し
か
し
、
先
の
二
首
と
同
じ
く
「
閑
」
の
中
で
詩
を
作
り
た
い
気
持
ち
が
生
じ
て
い
る
。

　
　

秋
雨
〔
二
七
〇（

（（
（

〕　　
　
　
　

菅
原
道
真

秋
霖
晴
日
少　

旅
館
感
懐
多　
　
　

秋
霖
に
晴
日
少
し
、
旅
館
に
感
懐
多
し

屋
見
苔
侵
壁　

池
聞
水
溢
科　
　
　

屋
は
苔
の
壁
を
侵
す
こ
と
を
見
、
池
は
水
の
科
に
溢
る
る
こ
と
を
聞
く

苦
情
唯
客
夢　

閑
境
併
詩
魔　
　
　

苦
な
る
情
は
唯
だ
客
の
夢
に
し
て
、
閑
境
は
詩
魔
を
併
は
す

帯
雨
年
華
落　

其
如
我
老
何　
　
　

雨
を
帯
び
て
年
華
落
ち
、
其
れ
我
が
老
い
を
如
何
に
せ
む

　

秋
の
長
雨
で
晴
れ
の
日
は
少
な
く
、
こ
と
に
旅
の
宿
り
で
も
の
思
い
に
ふ
け
り
が
ち
で
あ
る
。
壁
は
苔
で
覆
わ
れ
、
池
の
水
は
く
ぼ
み
を

浸
し
て
溢
れ
出
る
音
を
立
て
て
い
る
。
苦
し
い
気
持
ち
は
た
だ
旅
の
夢
で
、
こ
の
閑
か
な
境
地
は
詩
へ
の
衝
動
を
か
き
立
て
る
。
雨
が
降
っ

て
花
が
落
ち
る
よ
う
に
一
年
が
終
わ
る
、
私
自
身
も
老
い
て
い
く
の
を
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。　
　
　

　

道
真
は
詩
を
作
り
た
い
気
持
ち
を
表
す
の
に
「
詩
魔
」
と
い
う
語
を
用
い
た
。
こ
の
語
は
白
詩
に
見
え
る
語
で
、
新
間
氏
が
説
か
れ
る
よ

う
に
白
居
易
の
詩
人
意
識
を
道
真
が
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
例
え
ば
、「
閑
吟
」
詩
で
は
す
ば
ら
し
い
景
色
に
よ
っ
て
詩
を
作
り
た
い

と
い
う
気
持
ち
を
「
詩
魔
」
と
表
現
し
て
い
る
。

大江以言の「詩境」9



　
　

閑
吟
〔
1
0
0
4（（（
（

〕　　

白
居
易

自
従
苦
学
空
門
法　
　
　

苦
に
空
門
の
法
を
学
び
て
自
従
り

銷
尽
平
生
種
種
心　
　
　

銷
し
尽
す
平
生
種
種
の
心

唯
有
詩
魔
降
末
得　
　
　

唯
だ
詩
魔
有
り
て
降
す
こ
と
未
だ
得
ず

毎
逢
風
月
一
閑
吟　
　
　

風
月
に
逢
ふ
毎
に
一
た
び
閑
吟
す

　

仏
教
を
学
ん
で
以
来
日
常
の
様
々
な
想
い
を
消
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
詩
魔
だ
け
は
降
伏
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
に

い
て
、
す
ば
ら
し
い
景
色
や
景
物
に
逢
う
と
詩
を
作
り
た
く
な
る
と
い
う
。

　

詩
魔
と
は
詩
を
作
り
た
く
な
る
気
持
ち
を
表
し
、
こ
の
「
閑
吟
」
詩
で
は
、
白
居
易
は
風
月
、
つ
ま
り
素
晴
ら
し
い
風
景
に
よ
っ
て
詩
を

作
り
た
い
気
持
ち
を
起
こ
し
て
い
る
。「
秋
池
二
首
」
で
は
「
閑
」
で
あ
る
こ
と
が
詩
を
作
り
た
い
気
持
ち
に
さ
せ
て
い
た
。
し
か
し
、「
閑

吟
」
詩
は
す
ば
ら
し
い
景
色
が
詩
を
作
る
気
を
起
こ
さ
せ
て
い
る
。「
閑
吟
」
詩
の
よ
う
に
す
ば
ら
し
い
景
色
に
よ
っ
て
詩
を
作
る
気
持
ち

が
起
き
る
こ
と
を
白
居
易
は
「
遇
境
」
と
い
う
。

　
　

閑
夕
〔
2
3
0
5
〕 　
　
　
　

白
居
易

一
声
早
蝉
発　

数
点
新
蛍
度　
　
　

一
声
早
蝉
発
し
、
数
点
新
蛍
度
る

蘭
釭
耿
無
烟　

筠
簟
清
有
露　
　
　

蘭
釭
耿
と
し
て
烟
無
く
、
筠
簟
清
く
し
て
露
有
り

未
帰
後
房
寝　

且
下
前
軒
歩　
　
　

未
だ
後
房
に
帰
り
寝
ね
ず
し
て
、
且
く
前
軒
を
下
り
て
歩
む

斜
月
入
低
廊　

涼
風
満
高
樹　
　
　

斜
月
低
き
廊
に
入
り
、
涼
風
高
樹
に
満
つ

放
懐
常
自
適　

遇
境
多
成
趣　
　
　

懐
ひ
を
放
に
し
て
常
に
自
適
し
、
境
に
遇
ひ
て
多
く
趣
を
成
す

何
法
使
之
然　

心
中
無
細
故　
　
　

何
の
法
か
之
を
し
て
然
ら
し
む
る
、
心
中
細
故
無
し
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他
に
先
だ
っ
て
蝉
が
一
匹
だ
け
鳴
き
、
蛍
も
数
匹
だ
け
が
飛
ん
で
い
る
。
立
派
な
火
灯
に
は
灯
り
は
な
く
、
竹
の
筵
は
清
ら
か
で
露
が
降

り
て
い
る
。
ま
だ
寝
室
に
帰
ら
ず
、
一
人
で
廊
下
を
歩
く
。
斜
め
に
か
か
っ
た
月
の
光
は
廊
下
に
差
し
、
涼
し
い
風
は
庭
の
高
い
木
に
吹
く
。

心
を
解
放
し
て
こ
こ
の
赴
く
ま
ま
に
楽
し
む
と
、
詩
趣
が
沸
く
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
境
地
に
至
る
の
か
、
細
か
い
理
由
は
思

い
つ
か
な
い
。

　
「
放
懐
常
自
適
、
遇
境
多
成
趣
」
は
、
藤
井
良
雄
氏
の
注
に
「
心
の
赴
く
ま
ま
に
常
に
悠
々
自
適
し
、
美
し
い
境
地
に
会
え
ば
興
趣
が
沸

き
詩
を
つ
く
る
こ
と
が
多
い（

（（
（

。」
と
あ
り
、「
遇
境
」
と
は
詩
を
作
る
気
持
ち
を
起
こ
す
場
所
に
会
う
こ
と
を
指
す
。

　
「
詩
魔
」
と
同
様
に
「
遇
境
」
も
白
居
易
の
詩
か
ら
取
り
入
れ
た
道
真
は
、
八
月
十
五
夜
に
「
詩
人
遇
境
感
何
勝
（
詩
人
境
に
遇
ひ
て
感

何
ぞ
勝
へ
む（

（（
（

）」
と
言
っ
て
い
る
。
白
居
易
や
道
真
の
「
境
」
は
景
色
の
よ
い
場
所
や
八
月
十
五
夜
な
ど
詩
を
作
り
た
く
な
る
状
況
を
示
す
。

そ
の
よ
う
な
境
遇
が
詩
を
作
る
気
を
起
さ
せ
、
心
境
と
し
て
の
詩
境
表
現
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
以
言
も
、
詩
を
作
り
た
く
な
る

気
持
ち
を
「
遇
境
方
知
未
飽
心
（
境
に
遇
ひ
て
方
に
知
る
未
だ
飽
か
ざ
る
心
を（

（（
（

）」
と
詠
ん
で
お
り
「
遇
境
」
の
語
を
受
け
継
い
で
い
る
。

　

白
居
易
の
「
詩
境
」
の
も
う
一
つ
の
使
用
例
は
次
の
詩
で
あ
る
。

　
　

将
至
東
都
先
寄
令
狐
留
守（

（（
（

〔
2
7
2
2
〕　

白
居
易

　
　
　
　

将
に
東
都
に
至
ら
ん
と
し
て
先
づ
令
狐
留
守
に
寄
す

黄
鳥
無
声
葉
満
枝　
　
　

黄
鳥
声
無
く
し
て
葉
枝
に
満
ち

閑
吟
想
到
洛
城
時　
　
　

閑
吟
の
想
ひ
洛
城
の
時
に
到
る

惜
逢
金
谷
三
春
尽　
　
　

金
谷
の
三
春
尽
く
る
に
逢
ふ
を
惜
し
み

恨
拝
銅
楼
一
月
遅　
　
　

銅
楼
に
一
月
遅
く
拝
す
る
を
恨
む

大江以言の「詩境」11



詩
境
8

8

忽
来
還
自
得　
　
　

詩
境
忽
ち
来
つ
て
還
自
得
す

酔
郷
潜
去
與
誰
期　
　
　

酔
郷
潜
に
去
つ
て
誰
と
期
せ
ん

東
都
添
箇
狂
賓
客　
　
　

東
都
箇
の
狂
賓
客
を
添
へ

先
報
壺
觴
風
月
知　
　
　

先
づ
壺
觴
風
月
に
報
じ
て
知
ら
し
む

　

鶯
の
声
が
し
な
く
な
り
、
花
が
散
っ
て
枝
は
葉
で
満
ち
て
い
る
。
詩
を
作
り
た
い
と
い
う
想
い
は
洛
陽
の
春
去
る
時
に
極
ま
る
。
洛
陽
の

春
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
を
惜
し
み
、
こ
こ
へ
来
る
の
が
ひ
と
月
遅
か
っ
た
こ
と
を
恨
む
。
こ
の
よ
う
な
春
が
今
ま
さ
に
尽
き
よ
う
と
し
て

い
る
状
況
に
お
い
て
、
詩
を
作
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
ま
た
や
っ
て
き
て
、
そ
れ
で
詩
を
作
る
の
で
あ
る
。
自
分
は
酔
郷
か
ら
去
っ
た
が
、

ま
た
洛
陽
で
誰
か
と
酔
郷
に
入
り
た
い
。
洛
陽
は
こ
の
私
と
い
う
賓
客
を
加
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
酒
壺
と
盃
、
す
ば
ら
し
い
景
色
に

予
告
し
て
お
こ
う
。

　

た
だ
美
し
い
景
色
や
詩
を
作
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
が
あ
る
だ
け
で
は
「
詩
境
」
は
成
立
し
な
い
。
春
の
景
色
が
美
し
い
東
都
（
洛

陽
）
に
、
詩
人
で
あ
る
白
居
易
が
来
る
こ
と
が
「
詩
境
」
を
成
立
さ
せ
て
い
る
。「
詩
境
」
と
は
「
自
得
」
す
る
も
の
、
自
ら
の
気
持
に

よ
っ
て
手
に
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。
主
観
的
に
み
る
と
こ
の
「
詩
境
」
は
自
分
の
気
持
ち
を
表
し
た
言
葉
で
あ
る
。
し
か
し
、
美
し
い
景
色

や
詞
を
作
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
と
い
っ
た
自
分
の
周
囲
の
状
況
に
よ
っ
て
「
詩
境
」
は
生
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
詩
人
と
そ
の
詩
人
に

詩
を
作
り
た
く
な
る
気
持
ち
を
起
こ
さ
せ
る
環
境
が
揃
う
こ
と
で
「
詩
境
」
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　

今
ま
で
の
表
現
と
同
じ
詩
を
作
り
た
く
な
る
気
持
ち
を
表
す
の
に
以
言
も
「
詩
境
」
を
用
い
て
い
る
。

　
　

七
言
暮
秋
陪
左
相
府
宇
治
別
業
即
事
。（『
本
朝
文
粋
』〔
二
七
〇（

（（
（

〕）　

大
江
以
言

雍
州
上
腴
、
洛
城
南
面
、
有
一
勝
境
。
蓋
乃
左
相
府
之
別
業
矣
。（
中
略
）
于
時
九
月
更
閏
一
月
。
一
月
亦
過
二
旬
。
仍
命
一
日
之
歓
会
。
以
契

12



万
歳
之
佳
期
。
遂
発
詩
境
之
中
懐
。
以
為
政
途
之
先
導
。
魚
虫
草
木
之
興
。
普
択
天
下
之
風
情
。
下
誠
上
達
之
謀
。
尽
察
人
間
之
露
胆
。（
後
略
）

雍
州
の
上
腴
、
洛
城
の
南
面
に
一
の
勝
境
有
り
。
蓋
し
乃
ち
左
相
府
の
別
業
な
り
。（
中
略
）
時
に
九
月
更
に
一
月
を
閏
し
、
一
月
も
亦
た
二
旬

を
過
ぎ
た
り
。
仍
り
て
一
日
の
歓
会
を
命
じ
、
以
て
万
歳
の
佳
期
を
契
る
。
遂
に
詩
境
の
中
懐
を
発
し
、
以
て
政
途
の
先
導
と
為
す
。
魚
虫
草
木

の
興
、
普
く
天
下
の
風
情
を
択
び
、
下
誠
上
達
の
謀
、
尽
く
人
間
の
露
胆
を
察
す
。（
後
略
）

　

寛
弘
元
（
一
〇
〇
四
）
年
閏
九
月
に
藤
原
道
長
の
宇
治
の
別
荘
で
行
わ
れ
た
詩
会
に
お
い
て
、
以
言
は
道
長
の
別
荘
の
景
色
を
讃
え
、
そ

こ
で
「
遂
発
詩
境
之
中
懐
」
と
述
べ
て
い
る
。「
中
懐
」
は
白
詩
に
多
く
心
中
を
表
す
語
と
し
て
み
え
、
こ
こ
は
白
詩
と
同
じ
く
心
の
問
題

で
あ
る
。
詩
興
を
起
こ
す
場
所
と
し
て
、
閑
・
静
・
幽
な
ど
の
語
で
表
さ
れ
る
し
ず
か
な
詩
境
と
、
す
ば
ら
し
い
景
色
や
詩
を
作
る
の
に
ふ

さ
わ
し
い
状
況
の
詩
境
の
二
つ
の
例
を
み
た
が
、
ど
ち
ら
も
そ
の
「
境
」
に
よ
っ
て
詩
を
作
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
起
き
て
い
る
。

（
二
）
文
場
と
し
て
の
「
詩
境
」

　

白
居
易
の
「
秋
池
二
首
」
や
道
真
の
「
秋
雨
」
で
は
「
閑
」
で
あ
る
状
況
が
「
詩
境
」
を
成
立
さ
せ
て
い
た
。
閑
境
と
し
て
の
「
詩
境
」

は
独
り
で
い
る
と
き
に
成
立
し
や
す
い
。
し
か
し
、
文
場
と
し
て
の
「
詩
境
」
は
詩
人
が
多
く
集
ま
る
場
、
つ
ま
り
詩
会
を
示
す
。

　

以
下
の
詩
は
長
ら
く
詩
会
が
開
か
れ
ず
に
い
た
こ
と
を
大
江
朝
綱
が
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　
　

停
九
月
宴
十
月
行
詔
、
与
号
残
菊
宴
（『
本
朝
文
粋
』〔
四
六
〕）　　
　

大
江
朝
綱

（
前
略
）
爰
洛
水
春
遊
、
昔
日
閣
筆
。
商
飇
秋
宴
、
今
時
巻
筵
。
鹿
鳴
再
停
、
人
心
不
楽
。
詞
人
才
子
、
漸
呑
吟
詠
之
声
。
詩
境
文
場
。
已
為
寂

寞
之
地
。（
後
略
）
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（
前
略
）
爰
に
洛
水
の
春
の
遊
び
、
昔
日
は
筆
を
閣
く
。
商
飇
の
秋
の
宴
、
今
時
は
筵
を
巻
く
。
鹿
鳴
再
び
停
め
て
、
人
心
楽
ま
ず
。
詞
人
才
子
、

漸
く
吟
詠
の
声
を
呑
む
。
詩
境
文
場
、
已
に
寂
寞
の
地
と
為
る
。（
後
略
）

　

三
月
の
曲
水
の
宴
が
開
か
れ
て
い
た
の
は
昔
の
こ
と
だ
。
九
月
九
日
の
重
陽
の
宴
も
今
は
開
か
れ
な
く
な
っ
た
。
一
年
の
宴
会
は
再
び
廃

さ
れ
、
楽
し
み
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
詩
人
た
ち
は
詩
の
吟
詠
を
止
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
詩
境
」
は
寂
寞
の
地
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
こ
で
の
「
詞
人
」
と
「
才
子
」
は
ど
ち
ら
も
優
れ
た
詩
人
を
表
し
、
意
味
の
同
じ
語
を
重
ね
て
い
る
。
そ
の
対
句
で
は
「
詩
境
文
場
」

と
あ
り
、「
文
場
」
は
詩
人
た
ち
が
集
ま
る
場
、「
詩
境
」
は
詩
心
を
持
つ
詩
人
が
い
て
、
そ
の
場
に
集
ま
っ
た
者
た
ち
に
詩
を
作
り
た
く
な

る
気
持
ち
を
起
こ
さ
せ
る
場
で
あ
る
。
曲
水
の
宴
や
重
陽
の
宴
に
は
詩
作
は
欠
か
せ
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
れ
自
体
が
「
文
場
」
で
あ
り
「
詩

境
」
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

朝
綱
と
同
じ
よ
う
に
、
順
も
「
復
雖
有
良
宴
嘉
会
、
而
座
無
其
人
、
詩
境
寂
寞
（
復
た
良
宴
嘉
宴
有
り
と
雖
も
、
座
に
其
の
人
無
き
は
、

詩
境
寂
寞
た
り（

（（
（

）」
と
詩
人
の
い
な
い
「
詩
境
」
を
「
寂
寞
」
と
言
っ
て
い
る
。
す
ば
ら
し
い
宴
が
開
か
れ
て
も
、
そ
こ
に
詩
心
を
持
っ
た

詩
人
た
ち
が
い
な
け
れ
ば
「
詩
境
」
は
も
の
寂
し
い
場
所
な
の
で
あ
る
。「
詩
境
」
と
い
う
の
は
詩
会
を
指
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
そ

の
場
に
詩
人
た
ち
が
集
ま
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

　

朝
綱
が
詠
ん
だ
の
は
詩
人
の
い
な
い
寂
し
い
「
詩
境
」
だ
け
で
は
な
い
。
朝
綱
は
宇
多
法
皇
の
命
に
応
え
て
「
雖
嗜
水
月
之
観
、
未
抛
煙

霞
之
賞
。
故
召
風
人
於
翰
林
、
翫
客
葉
於
詩
境
（
水
月
の
観
を
嗜
み
た
ま
ふ
と
雖
も
、
未
だ
煙
霞
の
賞
を
抛
ち
た
ま
は
ず
。
故
に
風
人
を
翰

林
に
召
し
、
客
葉
を
詩
境
に
翫
ぶ（

（（
（

）」
と
詠
ん
で
い
る
。
位
を
去
っ
て
仏
教
に
帰
し
た
宇
多
法
皇
は
仏
道
修
行
を
し
な
が
ら
も
、
す
ば
ら
し

い
景
色
を
見
る
と
詩
を
作
る
気
持
ち
は
捨
て
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
詩
人
た
ち
を
招
い
て
詩
会
を
執
り
行
い
、
そ
こ
へ
や
っ
て
き
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た
紅
葉
を
客
と
し
て
愛
で
る
の
で
あ
る
。

　

詩
会
を
示
す
「
詩
境
」
は
、
寛
弘
二
（
一
〇
〇
五
）
年
五
月
に
藤
原
道
長
邸
で
行
わ
れ
た
詩
会
で
源
則
忠
が
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
詩
会
に

は
以
言
も
参
加
し
て
い
て
、
そ
の
詩
は
『
本
朝
麗
藻
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
「
夏
日
同
賦
未
飽
風
月
思
」
と
い
う
題
で
、
藤
原
伊

周
・
藤
原
公
任
・
則
忠
・
以
言
・
藤
原
為
時
が
そ
れ
ぞ
れ
詩
を
詠
ん
だ
。

　
「
夏
日
同
賦
未
飽
風
月
思
」
詩
は
『
本
朝
麗
藻
』
巻
下
・
詩
部
に
載
る
。
以
下
に
そ
の
詩
と
作
者
を
挙
げ
る（

（（
（

。

　
　

儀
同
三
司
（
藤
原
伊
周
）〔
一
二
〇
〕

風
月
結
交
非
古
今
、
相
思
未
飽
毎
年
心
。
感
時
無
止
吹
花
色
、
逢
友
応
求
出
霧
陰
。

文
路
春
行
看
不
足
、
詞
江
秋
望
老
弥
深
。
美
哉
丞
相
優
遊
趣
、
詩
酒
興
中
聞
法
音
。

　
　

左
金
吾
（
藤
原
公
任
）〔
一
二
一
〕

何
事
詞
人
未
飽
心
、
嘲
風
哢
月
思
弥
深
。
嗜
殊
滋
味
吹
花
色
、
滴
似
調
飢
落
水
陰
。

翰
墨
難
乾
蘋
末
浪
、
襟
懐
常
繋
桂
花
岑
。
一
時
過
境
無
俗
物
、
莫
道
醺
々
漫
酔
吟
。

　
　

源
三
品
則
忠
（
源
則
忠
）〔
一
二
二
〕

風
月
自
通
幾
客
心
、
相
携
末
飽
思
尤
深
。
文
場
猶
嗜
照
窓
影
、
詩
境
更
耽
過
竹
音
。

幽
谷
春
遊
誰
作
足
、
此
時
独
恨
無
才
用
。
高
楼
夜
宴
久
難
吟
、
其
奈
抽
簪
入
暮
林
。

　
　

江
以
言
（
大
江
以
言
）〔
一
二
三
〕

由
来
風
月
思
沈
々
、
遇
境
方
知
未
飽
心
。
到
老
恨
遺
朝
不
倦
、
逐
時
癖
在
弄
弥
深
。

起
家
望
徳
清
明
影
、
嗜
道
猶
求
吹
挙
音
。
偶
奉
翹
材
東
閣
道
、
長
誇
古
跡
自
伝
吟
。

　
　

藤
為
時
（
藤
原
為
時
）〔
一
二
四
〕

未
飽
多
年
詩
思
侵
、
清
風
朗
月
久
沈
吟
。
志
随
日
動
何
為
足
、
興
遇
晴
牽
豈
厭
心
。
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班
扇
長
襟
秋
不
尽
、
楚
台
餘
味
老
弥
深
。
時
人
莫
咲
散
樗
吏
、
白
髪
緋
衫
独
尚
淫
。

　

こ
の
中
で
、
則
忠
は
「
文
場
」
と
「
詩
境
」
を
対
と
し
て
詠
み
、「
詩
境
」
が
場
所
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
公
任
も
「
一
時
過
境

無
俗
物
（
一
時
境
に
過
き
る
に
俗
物
無
し
）」
と
「
境
」
の
字
で
道
長
邸
を
表
し
て
お
り
、
こ
こ
で
の
「
詩
境
」
は
道
長
邸
お
よ
び
そ
こ
で

行
わ
れ
た
詩
会
を
言
う
。

　

伊
周
の
詩
の
「
文
路
」「
詞
江
」
の
語
は
、
以
言
の
「
秋
未
出
詩
境
」
詩
の
「
文
峰
」「
詞
海
」
に
近
似
し
て
い
る
。「
秋
未
出
詩
境
」
詩

は
以
言
と
紀
斉
名
が
詠
ん
だ
も
の
で
、
斉
名
は
長
保
元
（
九
九
九
）
年
に
没
し
て
お
り
、「
秋
未
出
詩
境
」
詩
が
先
行
す
る
。
そ
れ
に
よ
り

伊
周
の
「
文
路
」
や
「
詞
江
」
の
語
は
以
言
の
詩
を
利
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
似
た
例
は
他
に
『
本
朝
文
粋
』
大
江
匡
衡
「
初
冬
於
都
督

大
王
書
斎
同
賦
唯
以
詩
為
友
応
教
」〔
二
六
八
〕
に
あ
る
。
こ
の
詩
で
は
「
文
林
」「
詞
江
」
の
対
が
あ
り
、「
遊
詩
境
四
十
年
、
学
鹿
未
自

矣
」
と
「
詩
境
」
の
語
も
見
え
る
。
こ
れ
も
長
保
元
年
の
作
で
あ
り
、
や
は
り
「
秋
未
出
詩
境
」
詩
が
先
行
す
る
。
以
言
の
「
秋
未
出
詩

境
」
詩
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
こ
こ
で
の
「
詩
境
」
は
「
文
場
」
つ
ま
り
詩
作
の
場
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

（
三
）
仮
想
空
間
と
し
て
の
「
詩
境
」

　

仮
想
空
間
と
し
て
の
「
詩
境
」
は
以
言
の
「
秋
未
出
詩
境
」
詩
や
匡
房
の
「
詩
境
記
」
が
あ
る
。

　
「
詩
境
記
」
の
「
詩
境
」
が
仮
想
空
間
で
あ
る
と
い
う
発
想
は
、
仮
想
空
間
の
「
酔
郷
」
を
描
い
た
王
績
の
「
酔
郷
記
」
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。「
詩
境
」
の
語
に
つ
い
て
は
、
白
居
易
の
「
将
至
東
都
先
寄
令
狐
留
守
」
詩
に
「
詩
境
」
と
「
酔
郷
」
の
対
が
み
え
、「
詩
境
記
」
は

こ
の
詩
の
対
を
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
白
詩
の
時
点
で
は
ま
だ
「
詩
境
」
は
気
持
ち
を
表
す
語
で
仮
想
空
間
と
し
て
の
風
景

は
持
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、「
酔
郷
記
」
と
「
詩
境
記
」
の
「
郷
」
と
「
境
」
で
は
字
が
異
な
っ
て
お
り
、
匡
房
は
「
酔
郷
記
」
の
発
想
だ
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け
で
な
く
「
詩
境
」
の
語
も
他
の
作
品
か
ら
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
字
の
違
い
に
つ
い
て
、「
詩
境
」
と
「
酔
郷
」
が
対
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
例
に
白
居
易
の
詩
が
あ
る
。

　
　

将
至
東
都
先
寄
令
狐
留
守
〔
2
7
2
2
〕 　

白
居
易（

（（
（

　
　
　
　

将
に
東
都
に
至
ら
ん
と
し
て
先
づ
令
狐
留
守
に
寄
す

黄
鳥
無
声
葉
満
枝　
　
　

黄
鳥
声
無
く
し
て
葉
枝
に
満
ち

閑
吟
想
到
洛
城
時　
　
　

閑
吟
の
想
ひ
洛
城
の
時
に
到
る

惜
逢
金
谷
三
春
尽　
　
　

金
谷
の
三
春
尽
く
る
に
逢
ふ
を
惜
し
み

恨
拝
銅
楼
一
月
遅　
　
　

銅
楼
に
一
月
遅
く
拝
す
る
を
恨
む

詩
境

8

8

忽
来
還
自
得　
　
　

詩
境
忽
ち
来
つ
て
還
自
得
す

酔
郷

8

8

潜
去
与
誰
期　
　
　

酔
郷
潜
に
去
つ
て
誰
と
期
せ
ん

東
都
添
箇
狂
賓
客　
　
　

東
都
箇
の
狂
賓
客
を
添
へ

先
報
壺
觴
風
月
知　
　
　

先
づ
壺
觴
風
月
に
報
じ
て
知
ら
し
む

　
「
詩
境
」
と
は
美
し
い
景
色
や
詩
を
作
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
状
況
に
遇
う
と
起
こ
る
詩
を
作
り
た
く
な
る
気
持
ち
で
あ
っ
た
。
こ
の
詩
で

白
居
易
は
自
分
は
酔
郷
か
ら
去
っ
た
が
ま
た
洛
陽
で
誰
か
と
酔
郷
に
入
り
た
い
、
つ
ま
り
令
狐
楚
に
一
緒
に
酒
を
飲
も
う
と
誘
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
の
「
詩
境
」「
酔
郷
」
は
仮
想
空
間
で
は
な
く
、
詩
を
作
っ
た
り
誰
か
と
酒
を
飲
ん
だ
り
し
た
い
気
持
ち
を
表
し
て
い
る
。

　

匡
房
は
こ
の
詩
の
「
酔
郷
」
と
「
詩
境
」
の
対
か
ら
「
詩
境
記
」
を
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
詩
の
「
詩
境
」
は
気
持
ち

を
表
し
、
そ
れ
に
引
か
れ
た
「
酔
郷
」
も
そ
こ
へ
入
っ
て
酔
う
、
つ
ま
り
酒
を
飲
ん
で
酔
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
表
し
て
お
り
、「
酔
郷

記
」
や
「
詩
境
記
」
の
あ
ら
わ
す
仮
想
空
間
で
は
な
い
。
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白
居
易
の
「
詩
境
」
と
「
酔
郷
」
の
使
用
例
は
先
述
の
一
例
の
み
だ
が
、「
詩
境
」
と
似
た
語
の
「
詩
国
」
と
「
酔
郷
」
を
同
時
に
使
っ

た
詩
が
一
例
あ
る
。

　
　

見
殷
堯
藩
侍
御
憶
江
南
詩
三
十
首
、
詩
中
多
叙
蘇
杭
盛
事
。
余
嘗
典
二
郡
。
因
継
和
之
〔
2
6
3
8（（（
（

〕　

白
居
易

　
　

�　
　

�

殷
堯
藩
侍
御
江
南
を
憶
ふ
詩
三
十
首
を
見
る
に
、
詩
中
多
く
蘇
杭
の
盛
事
を
叙
せ
り
。
余
嘗
て
二
郡
を
典
る
。
因
て
継
い
で
之
に
和
す

江
南
名
郡
数
蘇
杭　
　
　

江
南
の
名
郡
蘇
杭
を
数
ふ

写
在
殷
家
三
十
章　
　
　

写
し
て
殷
家
の
三
十
章
に
在
り

君
是
旅
人
猶
苦
憶　
　
　

君
は
是
れ
旅
人
な
る
も
猶
ほ
憶
ふ

我
爲
刺
史
更
難
忘　
　
　

我
は
刺
史
た
れ
ば
更
に
忘
れ
難
し

境
牽
吟
詠
真
詩
国　
　
　

境
は
吟
詠
を
牽
く
真
の
詩
国

興
入
笙
歌
好
酔
郷　
　
　

興
は
笙
歌
に
入
る
好
き
酔
郷

為
念
旧
遊
終
一
去　
　
　

旧
遊
を
念
ふ
が
為
に
終
に
一
た
び
去
り

扁
舟
直
擬
到
滄
浪　
　
　

扁
舟
直
ち
に
滄
浪
に
到
ら
ん
と
擬
す

　

江
南
地
方
で
名
郡
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
蘇
州
と
杭
州
で
、
殷
堯
藩
の
江
南
詩
三
十
首
の
中
で
多
く
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
君
は
旅
人
で
あ
っ

た
の
に
蘇
州
と
杭
州
を
よ
く
記
憶
し
て
い
る
が
、
両
郡
の
刺
史
で
あ
っ
た
私
は
そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
忘
れ
が
た
い
。
蘇
州
や
杭
州
と
い
う
と

こ
ろ
は
詩
を
吟
じ
た
り
作
っ
た
り
す
る
気
持
ち
を
引
っ
張
り
出
す
よ
う
な
と
こ
ろ
で
、
つ
ま
り
蘇
州
と
杭
州
は
真
の
詩
国
で
あ
る
。
そ
こ
で

心
地
よ
く
酔
っ
払
っ
て
笙
に
合
わ
せ
て
歌
う
の
は
楽
し
く
、
蘇
州
と
杭
州
は
「
酔
郷
記
」
の
酔
郷
の
よ
う
な
場
所
で
あ
る
。
か
つ
て
遊
ん
だ

蘇
州
や
杭
州
を
思
い
出
し
た
の
だ
か
ら
も
う
一
度
そ
こ
へ
行
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。
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こ
の
詩
で
は
思
い
出
と
し
て
存
在
す
る
蘇
州
と
杭
州
の
地
を
「
詩
国
」「
酔
郷
」
と
言
い
、
こ
こ
も
仮
想
空
間
を
詠
ん
だ
も
の
で
は
な
い
。

　

白
居
易
の
こ
の
詩
を
利
用
し
た
と
さ
れ
る
の
が
次
の
慶
滋
保
胤
の
詩
序
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
刺
史
部
〔
六
九
一
〕
お
よ
び

『
本
朝
文
粋
』
巻
九
・
詩
序
部
〔
二
五
〇
〕
に
載
る
。

　
　

春
日
於
右
監
門
藤
将
軍
亭
、
餞
能
州
源
刺
史
赴
任
、
勧
酔
惜
別　
　

慶
滋
保
胤

　
　
　
　

春
日
右
監
門
藤
将
軍
亭
に
於
い
て
、
能
州
源
刺
史
任
に
赴
く
を
餞
し
、
酔
を
勧
め
て
別
れ
を
惜
し
む

雖
三
百
盃
莫
強
辞　

辺
土
不
是
酔
郷　
　
　

三
百
盃
と
雖
も
強
ち
に
辞
す
る
こ
と
莫
か
れ
、
辺
土
は
是
れ
酔
郷
に
あ
ら
ず

此
一
両
句
可
重
詠　

北
陸
豈
亦
詩
国　
　
　

此
の
一
両
句
は
重
ね
て
詠
ず
べ
し
、
北
陸
豈
に
亦
た
詩
国
な
ら
ん
や

　

能
登
国
は
辺
境
の
地
で
「
酔
郷
記
」
の
酔
郷
や
白
居
易
の
詩
の
蘇
州
や
杭
州
で
は
な
い
。
だ
か
ら
都
に
い
る
今
は
酒
を
辞
す
こ
と
な
く
、

こ
の
宴
で
詠
ん
だ
一
二
句
を
繰
り
返
し
吟
じ
て
も
ら
い
た
い
。
こ
の
詩
は
、
天
元
二
（
九
七
九
）
年
正
月
に
能
登
守
に
任
じ
ら
れ
赴
任
す
る

源
順
に
対
し
、
別
れ
を
惜
し
む
席
で
詠
ま
れ
た
詩
で
あ
る
。

　
「
詩
境
」
と
「
酔
郷
」
の
対
と
似
た
発
想
は
、
晩
唐
の
詩
人
許
渾
の
詩
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

与
裴
三
十
秀
才
自
越
西
帰
望
亭
阻
凍
登
虎
丘
山
寺
精
舎（

（（
（

　
　
　
　

裴
三
十
秀
才
と
越
西
の
帰
望
亭
よ
り
凍
に
阻
し
み
、
虎
丘
山
寺
の
精
舎
に
登
る

春
草
越
呉
間
、
心
期
旦
夕
還　
　
　

春
草
越
呉
の
間
、
心
に
期
す
旦
夕
に
還
る
を

酒
郷
逢
客
病　

詩
境
遇
僧
閑　
　
　

酒
郷
客
に
逢
ひ
て
病
み
、
詩
境
僧
に
遇
ひ
て
閑
な
り

倚
棹
氷
生
浦
、
登
楼
雪
満
山　
　
　

棹
に
倚
る
に
氷
浦
に
生
じ
、
楼
に
登
る
に
雪
山
に
満
つ

東
風
不
可
待
、
帰
鬢
坐
斑
斑　
　
　

東
風
待
つ
べ
か
ら
ず
、
帰
鬢
坐
ろ
に
斑
斑
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春
草
は
越
呉
に
あ
り
、
春
草
が
は
や
く
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
客
に
会
う
と
飲
み
過
ぎ
て
病
む
ほ
ど
に
酒
を
飲
み
た
く
な

り
、
僧
に
会
う
と
詩
を
作
り
た
く
な
る
。
船
に
乗
る
と
浦
は
凍
っ
て
い
る
し
、
楼
に
登
る
と
山
に
は
雪
が
積
も
っ
て
い
る
。
氷
も
雪
も
あ
り
、

待
て
ど
も
春
は
来
ず
、
帰
ろ
う
と
思
う
う
ち
に
ご
ま
し
お
頭
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。                       

　

こ
の
「
詩
境
」
の
使
い
方
は
白
居
易
の
「
将
至
東
都
先
寄
令
狐
留
守
」
詩
と
同
じ
く
、
詩
を
作
り
た
い
気
持
ち
を
表
し
て
い
る
。「
酒
郷
」

は
「
酔
郷
記
」
の
「
酔
郷
」
に
由
来
す
る
語
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
酒
」
と
「
詩
」
で
よ
り
わ
か
り
や
す
い
対
に
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
白
居
易
の
酔
郷
と
詩
国
の
使
用
と
そ
れ
を
利
用
し
た
詩
文
を
み
た
が
、
い
ず
れ
も
仮
想
空
間
と
し
て
の
「
詩
国
」
で
は
な
い
。
白

居
易
の
「
酔
郷
」
は
「
酔
郷
記
」
の
語
を
利
用
し
て
、
酒
に
酔
う
こ
と
を
表
現
し
て
お
り
、「
酔
郷
」
が
仮
想
空
間
で
あ
る
こ
と
は
問
題
に

し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
以
言
の
「
秋
未
出
詩
境
」
や
匡
房
の
「
詩
境
記
」
の
よ
う
な
仮
想
空
間
の
「
詩
境
」
を
描
い
た
作
品
は
そ
れ
以
前

の
作
品
に
は
み
ら
れ
ず
、
以
言
の
「
秋
未
出
詩
境
」
詩
が
は
じ
ま
り
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
詩
境
」
の
語
は
「
酔
郷
記
」
の
「
酔
郷
」
に
由
来
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
詩
に
は
「
酔
郷
」
の
対
と
し
て
「
詩
境
」
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
白
居
易
以
前
に
「
詩
境
」
と
「
酔
郷
」
の
語
を
同
じ
作
品
で
使
用
し
た
例
は
管
見
に
入
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
道
真
が
利
用
し

た
王
績
の
「
酔
郷
記
」
も
日
本
で
よ
く
知
ら
れ
、
白
詩
も
平
安
朝
の
詩
人
た
ち
に
愛
好
さ
れ
た
。
そ
の
白
詩
の
「
詩
境
」
の
語
が
「
酔
郷
」

を
連
想
す
る
契
機
と
な
り
得
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る
と
「
詩
境
」
の
語
は
「
酔
郷
記
」
を
利
用
し
た
白
居
易
の
詩
に
依
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
以
言
は
「
秋
未
出
詩
境
」
詩
で
、
詩
題
の
「
詩
境
」
を
仮
想
空
間
と
仮
定
し
、
擬
人
化
し
た
秋
が
留
ま
る
様
子
を
描
い
た
。
詩

題
の
「
詩
境
」
は
詩
を
作
り
た
い
気
持
ち
を
表
す
「
詩
境
」、
文
場
と
し
て
の
「
詩
境
」
の
意
味
も
併
せ
持
つ
。
以
言
以
前
の
「
詩
境
」
の

例
を
見
た
が
、
そ
こ
に
は
仮
想
空
間
は
詠
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
仮
想
空
間
の
「
詩
境
」
の
発
想
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
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う
か
。

三　

以
言
の
「
詩
境
」
へ
至
る
三
月
尽
・
九
月
尽
詩

　
「
秋
未
出
詩
境
」
詩
の
「
詩
境
」
が
仮
想
空
間
で
あ
る
と
い
う
発
想
の
契
機
は
そ
の
詩
が
載
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
九
月
尽
部
に
あ
る
。
本

章
で
は
以
言
が
「
詩
境
」
を
仮
想
空
間
に
見
立
て
た
理
由
を
考
え
る
。

　
『
和
漢
朗
詠
集
』
九
月
尽
部
は
、
日
本
漢
詩
四
首
、
和
歌
一
首
で
構
成
さ
れ
、
三
月
尽
部
と
対
に
な
っ
て
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
部
立
に

用
い
ら
れ
た
「
三
月
尽
」
が
白
居
易
に
由
来
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
平
岡
武
夫
氏
、
小
島
憲
之
氏
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
白
居
易
が

詠
ん
だ
「
三
月
尽
」
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
三
月
尽
部
に
載
る
。

　
　

落
花
〔
五
〇
〕

留
春
春
不
住　

春
帰
人
寂
莫　
　
　

春
を
留
む
る
に
春
住
ま
ら
ず
、
春
帰
つ
て
人
寂
莫
た
り

厭
風
風
不
定　

風
起
花
蕭
索　
　
　

風
を
厭
ふ
に
風
定
ま
ら
ず
、
風
起
こ
つ
て
花
蕭
索
た
り

　

行
く
春
を
留
め
よ
う
と
し
て
も
留
ま
ら
ず
、
春
は
去
っ
て
人
も
い
な
く
な
っ
て
も
の
寂
し
い
。
花
を
散
ら
す
風
を
嫌
う
が
、
そ
の
風
に

乗
っ
て
花
は
散
り
、
も
の
寂
し
い
様
子
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

春
が
帰
る
と
春
を
擬
人
化
し
、
惜
春
の
気
持
ち
を
表
し
て
い
る
。
菅
野
禮
行
氏
に
よ
る
と
、
白
居
易
の
詩
の
特
徴
的
な
点
は
、
季
節
の
推

移
に
よ
る
微
妙
な
変
化
の
表
れ
を
い
ち
早
く
と
ら
え
る
敏
感
な
感
覚
の
表
現
に
あ
る
と
い
う（

（（
（

。
そ
れ
が
次
の
詩
に
現
れ
て
い
る
。
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新
秋
喜
涼
〔
3
1
6
6
〕　

白
居
易

過
得
炎
蒸
月　

尤
宜
老
病
身　
　
　

炎
蒸
の
月
を
過
し
得
て
、
尤
も
老
病
の
身
に
宜
し

衣
裳
朝
不
潤　

枕
簟
夜
相
親　
　
　

衣
裳
朝
に
潤
は
ず
、
枕
簟
夜
に
相
親
し
む

楼
月
繊
繊
早　

波
風
嫋
嫋
新　
　
　

楼
月
繊
繊
と
し
て
早
く
、
波
風
嫋
嫋
と
し
て
新
た
な
り

光
陰
与
時
節　

先
感
是
詩
人　
　
　

光
陰
と
時
節
と
、
先
づ
感
ず
る
は
是
れ
詩
人

　

白
居
易
は
自
然
の
風
物
に
対
し
て
鋭
敏
な
感
覚
を
持
つ
詩
人
で
、「
光
陰
与
時
節
、
先
感
是
詩
人
」
と
い
い
、
そ
の
作
は
季
節
の
は
ざ
ま

を
詠
う
詩
が
多
い
。
そ
し
て
、
春
の
終
わ
り
に
惜
春
の
想
い
を
込
め
た
「
三
月
尽
」
詩
を
詠
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

日
本
漢
詩
に
三
月
尽
が
見
え
る
の
は
九
世
紀
後
半
か
ら
で
、
島
田
忠
臣
や
菅
原
道
真
を
中
心
と
す
る
「
白
詩
文
学
享
受
圏
」
の
詩
人
た
ち

が
い
ち
早
く
摂
取
し
た
と
小
島
氏
は
指
摘
す
る（

（（
（

。
三
月
尽
は
道
真
ら
に
よ
っ
て
日
本
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
九
月
尽
と
い
う
我
が
国
独

自
の
題
材
に
発
展
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
太
田
郁
子
氏
の
論
文
に
詳
し
い（

（（
（

。
太
田
氏
に
よ
る
と
中
国
文
学
で
は
宋
玉
の
「
九
弁
」、

そ
れ
を
受
け
て
潘
岳
が
「
秋
興
賦
」
を
詠
ん
で
以
来
、
悲
秋
は
中
国
の
伝
統
的
な
秋
の
季
節
観
で
あ
り
、
秋
は
哀
惜
の
対
象
と
見
な
さ
れ
ず

に
い
た
。
一
方
、
日
本
で
は
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
秋
が
黄
葉
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
の
景
物
と
結
び
つ
い
て
賞
さ
れ
惜
し
ま
れ
る
哀
惜
の

対
象
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
本
漢
詩
は
、
中
国
的
季
節
観
の
悲
秋
を
詩
的
情
趣
の
一
つ
と
し
て
取
り
込
み
つ
つ
、
日
本
的
季
節
観
で
あ
る
惜
秋

を
も
詠
む
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
九
月
尽
は
三
月
尽
と
同
様
に
季
節
が
去
っ
て
い
く
の
を
惜
し
む
惜
秋
を
詠
む
も
の
と
し
て
日
本
漢
詩
の

題
材
と
し
て
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
一
つ
の
部
が
立
て
ら
れ
た
。

　

そ
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
三
月
尽
・
九
月
尽
部
の
詩
を
見
る
と
、
白
詩
と
同
じ
よ
う
な
季
節
の
擬
人
化
が
見
受
け
ら
れ
る
。
季
節
は
現
実

で
は
人
で
は
な
い
。
人
に
仮
想
さ
れ
た
季
節
が
去
り
そ
れ
を
詩
人
が
送
る
、
そ
こ
に
季
節
の
終
わ
り
を
惜
し
む
心
が
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
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『
菅
家
文
草
』
巻
四
「
四
年
三
月
廿
六
日
作
」
詩
の
中
で
「
計
四
年
春
残
日
四
、
逢
三
月
尽
客
居
三
」
と
、「
三
月
尽
」
の
語
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
言
葉
だ
け
で
な
く
、
道
真
は
春
を
惜
し
む
と
い
う
白
居
易
の
三
月
尽
の
発
想
を
詠
ん
で
お
り
、『
和
漢
朗
詠
集
』
三
月
尽
部
に
そ

の
例
が
見
ら
れ
る
。

　
　

送
春　
〔
五
三
〕　

菅
原
道
真

送
春
不
用
動
舟
車　
　
　

春
を
送
る
に
用
ゐ
ず
舟
車
を
動
か
さ
ん
こ
と
を

唯
別
残
鶯
与
落
花　
　
　

唯
だ
残
鶯
と
落
花
と
に
別
る

　

人
間
で
は
な
い
春
を
送
る
の
に
舟
や
車
を
用
い
る
必
要
は
な
い
。
た
だ
春
は
晩
春
に
鳴
く
鶯
と
散
り
ゆ
く
春
に
送
ら
れ
て
去
っ
て
い
く
の

だ
。　

　
（
同
右
）　
〔
五
四
〕

若
使
韶
光
知
我
意　
　
　

若
し
韶
光
を
し
て
我
が
意
を
知
ら
し
め
ま
し
か
ば

今
霄
旅
宿
在
詩
家　
　
　

今
霄
の
旅
宿
は
詩
家
に
在
ら
ま
し

　

も
し
過
ぎ
ゆ
く
春
の
光
に
、
私
の
惜
春
の
気
持
を
知
ら
せ
た
な
ら
ば
、
春
が
尽
き
る
最
後
の
一
夜
の
宿
を
、
季
節
の
推
移
に
敏
感
な
詩
人

で
あ
る
自
分
の
も
と
で
過
ご
す
だ
ろ
う
。

大江以言の「詩境」23



　

韶
光
は
春
の
の
ど
か
な
光
や
景
色
で
あ
り
、
道
真
は
そ
こ
に
惜
春
の
想
い
を
込
め
た
。
菅
野
氏
は
こ
の
詩
に
つ
い
て
「
自
然
と
人
間
と
が

詩
文
に
よ
っ
て
交
流
す
る
風
流
な
情
緒
を
、
詩
人
的
自
覚
を
も
っ
て
歌
い
あ
げ
た
一
例
。
こ
の
自
覚
は
白
居
易
に
学
ん
だ
も
の
」
で
あ
る
と

い
う（

（（
（

。

　

道
真
は
白
居
易
に
倣
っ
て
去
り
行
く
春
を
擬
人
化
し
、
そ
の
春
の
最
後
の
一
日
の
宿
は
、
季
節
の
推
移
に
敏
感
な
詩
人
の
家
だ
と
詠
ん
だ
。

詩
人
は
季
節
の
推
移
に
敏
感
で
あ
り
、
過
ぎ
ゆ
く
季
節
も
そ
の
よ
う
な
詩
人
の
も
と
で
最
後
の
一
日
を
過
ご
す
。
白
居
易
の
詩
人
的
自
覚
が

道
真
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

白
居
易
は
惜
春
の
想
い
を
詠
む
の
に
春
を
擬
人
化
し
た
が
、
こ
こ
で
の
道
真
の
句
は
春
は
人
間
で
は
な
い
の
で
そ
れ
を
送
る
の
に
人
間
の

乗
り
も
の
を
用
い
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
前
掲
の
新
間
氏
の
論
文
で
は
こ
こ
で
舟
や
車
を
出
し
て
い
る
の
は
、
王
績
「
酔
郷
記
」
の
「
不
知

有
舟
車
械
器
之
用
」
に
よ
る
と
い
う（

（（
（

。「
酔
郷
記
」
は
仮
想
空
間
の
「
酔
郷
」
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
道
真
も
「
三
月
尽
」
日
に
、「
若

使
韶
光
知
我
意
、
今
宵
旅
宿
在
詩
家
（
若
し
韶
光
を
し
て
我
が
意
を
知
ら
し
め
ま
し
か
ば
、
今
宵
の
旅
宿
は
詩
家
に
在
ら
ま
し
）」
と
、
春

を
擬
人
化
し
、
現
実
に
は
あ
り
得
な
い
風
景
を
仮
想
し
て
い
る
。
道
真
が
詠
ん
だ
の
は
「
酔
郷
記
」
の
よ
う
に
風
景
が
描
か
れ
た
仮
想
空
間

で
は
な
い
が
、
春
を
人
に
仮
想
し
て
い
る
。

　

二
章
で
述
べ
た
が
、
白
詩
に
「
酔
郷
」
の
語
の
利
用
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
酒
に
酔
う
と
い
う
意
味
で
、「
酔
郷
記
」
の
「
酔
郷
」
の
よ
う

な
仮
想
空
間
を
詠
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
白
居
易
は
「
酔
郷
」
と
「
詩
境
」、「
酔
郷
」
と
「
詩
国
」
の
よ
う
に
詩
と
酒
を
分
け
て
詠
ん

で
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
道
真
は
酒
を
詠
ん
だ
詩
で
は
な
く
、
詩
人
の
元
に
春
が
留
ま
る
と
仮
想
し
た
詩
に
、「
酔
郷
記
」
を
利
用
し

て
い
る
。

　

次
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
採
ら
れ
た
橘
在
列
の
三
月
尽
、
源
順
の
九
月
尽
詩
を
み
る
。
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三
月
尽　
〔
五
五
〕　

尊
敬
（
橘
在
列
）

留
春
不
用
関
城
固　
　
　

春
を
留
む
る
に
用
ゐ
ず
関
城
の
固
め
を

花
落
随
風
鳥
入
雲　
　
　

花
は
落
ち
て
風
に
随
ひ
鳥
は
雲
に
入
る

　

過
ぎ
ゆ
く
春
を
留
め
る
に
は
関
所
や
城
門
の
固
め
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。
花
は
風
の
ま
に
ま
に
落
ち
尽
く
し
、
鳥
は
雲
の
彼
方
に
姿

を
消
し
て
鳴
き
声
も
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
　

九
月
尽
日
於
仏
性
院
惜
秋　
〔
二
七
四
〕　

源
順

縦
以
崤
函
為
固　

難
留
蕭
瑟
於
雲
衢　
　
　

縦
ひ
崤
函
を
以
て
固
め
と
為
す
と
も
、
蕭
瑟
を
雲
衢
に
留
め
難
し

縦
令
孟
賁
而
追　

何
遮
爽
籟
於
風
境　
　
　

縦
ひ
孟
賁
を
し
て
追
は
し
む
と
も
、
何
ぞ
爽
籟
を
風
境
に
遮
ら
ん

　

秋
の
最
後
の
日
で
あ
る
九
月
尽
日
に
は
、
た
と
え
崤
山
や
函
谷
関
の
よ
う
な
険
し
さ
で
守
り
固
め
て
も
、
過
ぎ
て
い
く
秋
風
を
留
め
て
お

く
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
た
と
え
孟
賁
の
よ
う
な
勇
士
に
追
わ
せ
て
秋
を
引
き
留
め
よ
う
と
思
っ
て
も
、
ど
う
し
て
秋
風
を
風
の
通
い

路
に
遮
り
留
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

　

こ
の
二
人
は
、
白
居
易
や
道
真
の
作
と
同
様
、
去
り
行
く
季
節
を
擬
人
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
擬
人
化
し
て
も
結
局
は
季
節
は
人
で
は

な
い
の
で
留
め
ら
れ
な
い
と
い
う
。
季
節
を
留
め
よ
う
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
現
実
の
人
間
世
界
の
関
城
の
固
め
で
あ
る
。
人
に
仮

想
さ
れ
た
季
節
を
留
め
る
の
に
、
現
実
世
界
の
関
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
惜
春
・
惜
秋
の
想
い
を
こ
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

季
節
が
道
を
行
き
帰
る
と
い
う
発
想
は
、
平
安
朝
の
詩
歌
に
よ
く
詠
ま
れ
て
い
る
。
在
列
も
順
も
季
節
は
道
を
通
っ
て
帰
る
と
考
え
、
だ
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か
ら
こ
そ
そ
の
道
の
途
中
で
春
や
秋
が
去
る
の
を
阻
も
う
と
し
た
の
で
あ
る
。『
江
談
抄
』
の
斉
名
の
「
秋
未
出
詩
境
」
詩
に
も
こ
れ
と
同

様
に
季
節
が
去
る
道
が
詠
ま
れ
て
い
た
。

　

最
後
に
、
大
江
以
言
の
九
月
尽
詩
を
み
る
。

　
　

秋
未
出
詩
境　
〔
二
九
六
〕　

大
江
以
言

文
峰
案
轡
白
駒
景　
　
　

文
峰
に
轡
を
案
ず
白
駒
の
景

詞
海
艤
舟
紅
葉
声　
　
　

詞
海
に
舟
を
艤
ふ
紅
葉
の
声

　

詩
題
の
「
詩
境
」
に
は
、
詩
を
作
り
た
く
な
る
気
持
ち
を
表
す
「
詩
境
」
や
、
そ
れ
に
よ
っ
て
開
か
れ
る
詩
会
を
言
う
文
場
と
し
て
の

「
詩
境
」
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
以
言
は
「
文
峰
」
や
「
詞
海
」
と
い
う
仮
想
空
間
の
景
色
を
詠
み
込
ん
だ
。
こ
れ

は
「
酔
郷
記
」
の
仮
想
空
間
の
「
酔
郷
」
の
描
き
方
と
類
似
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
以
言
の
「
秋
未
出
詩
境
」
詩
に
は
二
章
で
述
べ
た
三
つ

の
「
詩
境
」
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
以
言
の
「
詩
境
」
の
語
の
新
し
さ
が
存
在
す
る
。
以
言
の
「
詩
境
」
の
使
い
方
は
先
行
す
る
詩

を
利
用
し
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
発
想
を
生
み
出
し
た
と
言
え
る
。

　

以
上
、
以
言
の
「
詩
境
」
の
語
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

二
章
で
述
べ
た
文
場
と
し
て
の
「
詩
境
」
や
仮
想
空
間
と
し
て
の
「
詩
境
」
は
、
中
国
の
詩
に
そ
の
よ
う
な
「
詩
境
」
の
用
例
は
見
出
せ

ず
、
本
朝
独
自
の
発
想
の
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
以
言
詩
の
「
詩
境
」
を
「
酔
郷
記
」
の
「
酔
郷
」
の
よ
う
な
仮
想
空
間
と
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仮
定
し
、
そ
こ
か
ら
「
詩
境
」
の
語
に
つ
い
て
考
察
し
た
め
、「
詩
境
」
の
語
は
僅
か
な
用
例
を
挙
げ
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
中
国
の
詩
の

「
詩
境
」
に
つ
い
て
も
論
ず
る
必
要
が
あ
る
。

　

以
言
の
詩
に
つ
い
て
も
「
詩
境
」
の
語
を
中
心
に
考
え
た
た
め
、
大
き
く
以
言
の
詩
の
特
徴
を
論
ず
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

「
秋
未
出
詩
境
」
詩
に
お
け
る
「
詩
境
」
は
、
白
詩
の
語
を
利
用
し
な
が
ら
も
、
九
月
尽
と
い
う
題
材
と
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
で
新
た
な
展

開
を
見
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。「
詩
境
」
の
語
も
、
九
月
尽
の
題
材
も
、
以
言
は
先
の
詩
人
た
ち
の
発
想
を
吸
収
し
、
そ
れ
ら
を
発
展
さ
せ

た
。
そ
し
て
、
そ
の
発
想
は
匡
房
に
受
け
継
が
れ
、「
詩
境
記
」
や
『
江
談
抄
』
の
以
言
の
「
秋
未
出
詩
境
」
詩
の
評
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
。

注（
1
）　

後
藤
昭
雄
「
大
江
以
言
考
」（『
平
安
朝
漢
文
学
論
考
補
訂
版
』
勉
誠
出
版
・
平
成
十
七
年
二
月
、
初
出
は
『
平
安
文
学
研
究
』
第
四
十

八
・
平
安
文
学
研
究
会
・
昭
和
四
十
七
年
六
月
）
で
あ
る
。）、
田
中
新
一
「
大
江
以
言
に
つ
い
て
の
覚
書
―
「
江
談
抄
」
の
資
料
的
価
値

―
」（『
国
語
国
文
学
』
第
四
十
九
集
、
平
成
三
年
三
月
）。

（
2
）　

後
藤
昭
雄
「
大
江
匡
房
「
詩
境
記
」
私
注
」（『
中
古
文
学
と
漢
文
学
Ⅱ
』
和
漢
比
較
文
学
叢
書
四
・
汲
古
書
院
・
昭
和
六
十
二
年
二
月
）。

な
お
、
後
藤
氏
は
「
詩
境
記
」
に
先
行
す
る
作
品
と
し
て
「
秋
未
出
詩
境
」
詩
も
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。

（
3
）　

注
（
2
）
参
照
。「
詩
境
記
」
お
よ
び
「
酔
郷
記
」
の
引
用
は
同
論
文
に
よ
る
。

（
4
）　

後
藤
昭
雄
・
田
口
和
夫
・
仁
平
道
明
・
根
津
義
『
類
聚
本
系
江
談
抄
注
解
』（
武
蔵
野
書
院
・
昭
和
五
十
八
年
）。
引
用
に
際
し
て
は
、
一

部
の
字
句
を
改
め
た
。

（
5
）　

こ
の
こ
と
は
小
野
泰
央
「『
朗
詠
』「
三
月
尽
」
所
収
「
留
春
不
用
関
城
固
」
に
つ
い
て
―
橘
在
列
小
論
」（『
中
央
大
学
国
文
』
第
三
十
九

号
平
成
八
年
六
月
）
お
よ
び
、
北
山
円
正
「『
源
氏
物
語
』
の
九
月
尽
―
光
源
氏
と
空
蝉
の
別
れ
―
」（『
白
居
易
研
究
年
報
』
第
八
号
・
平
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成
十
九
年
九
月
）
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
6
）　

こ
れ
に
つ
い
て
は
三
章
で
論
じ
る
。

（
7
）　

菅
野
禮
行
『
和
漢
朗
詠
集
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
19
・
小
学
館
・
平
成
十
一
年
）
以
下
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
引
用
及
び
作
品
番
号

は
同
書
に
よ
る
。

（
8
）　

新
間
一
美
「
白
居
易
と
菅
原
道
真
の
三
月
尽
詩
に
つ
い
て
―
「
送
春
」
の
表
現
―
」（『
女
子
大
国
文
』
第
百
四
十
八
号
・
平
成
二
十
三

年
一
月
）。
新
間
氏
は
道
真
の
「
酔
郷
」
の
例
が
三
例
（
一
七
五
・
三
七
三
・
三
八
九
）
あ
る
と
注
記
し
て
い
る
。「
賦
葉
落
庭
柯
空
」〔
三

七
三
〕
詩
に
は
「
新
賓
詩
秋
積
、
逆
旅
酔
郷
逢
」
の
対
句
が
あ
る
。

（
9
）　

岡
村
繁
『
白
氏
文
集　

九
』（
新
釈
漢
文
大
系
105
・
明
治
書
院
・
平
成
十
七
年
）、
訳
注
は
藤
井
良
雄
氏
に
よ
る
。
以
下
、
白
居
易
の
作
品

番
号
は
花
房
英
樹
『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』（
朋
友
書
店
・
昭
和
三
十
五
年
）「
綜
合
作
品
表
」
に
よ
り
、
算
用
数
字
で
記
す
。
ま
た
、

本
文
中
の
詩
文
の
訓
読
は
各
参
考
文
献
を
参
考
に
し
私
に
よ
る
。

（
10
）　

川
口
久
雄
『
菅
家
文
草
・
菅
家
後
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
72
・
岩
波
書
店
・
昭
和
四
十
一
年
）
以
下
、
菅
家
文
草
お
よ
び
菅
家
後
集

の
引
用
は
同
書
に
よ
り
、
番
号
も
同
書
の
も
の
を
付
す
。 

（
11
）　

新
間
一
美
「
白
居
易
の
詩
人
意
識
と
菅
家
文
草
・
古
今
序
―
詩
魔
・
詩
仙
・
和
歌
ノ
仙
―
」（『
平
安
朝
文
学
と
漢
詩
文
』
和
泉
書
院
・
平

成
十
五
年
二
月
、
初
出
『
和
漢
比
較
文
学
』
十
七
号
・
平
成
八
年
八
月
）。

（
12
）　

岡
村
繁
『
白
氏
文
集　

三
』（
新
釈
漢
文
大
系
99
・
明
治
書
院
・
昭
和
六
十
三
年
）
訳
注
は
竹
村
則
行
氏
に
よ
る
。

（
13
）　

岡
村
繁
『
白
氏
文
集　

九
』。
注
（
9
）
参
照
。

（
14
）　
『
菅
家
文
草
』「
戊
子
之
歳
、
八
月
十
五
夜
陪
月
台
各
分
一
字
。
探
得
登
」〔
三
〇
〕。

（
15
）　

川
口
久
雄
・
本
朝
麗
藻
を
詠
む
会
『
本
朝
麗
藻
簡
注
』（
勉
誠
社
・
平
成
五
年
九
月
）
以
下
、
本
朝
麗
藻
の
引
用
お
よ
び
作
品
番
号
は
同

書
に
よ
る
。
こ
の
詩
の
詩
題
は
「
夏
日
同
賦
未
飽
風
月
思
」。

（
16
）　

佐
久
節
『
白
楽
天
全
詩
集 

三
』（
続
国
訳
漢
文
大
成
・
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
・
昭
和
五
十
三
年
復
刻
）。

（
17
）　

柿
村
重
松
『
本
朝
文
粋
註
釈
』（
内
外
出
版
印
刷
株
式
会
社
・
大
正
十
一
年
・
昭
和
五
年
再
発
行
）。
以
下
『
本
朝
文
粋
』
の
引
用
は
同
書
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に
よ
り
、
大
曽
根
章
介
・
金
原
理
・
後
藤
昭
雄
『
本
朝
文
粋
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
27
・
岩
波
書
店
・
平
成
四
年
五
月
）
の
通
し
番
号

を
付
す
。

（
18
）　
『
本
朝
文
粋
』「
暮
春
陪
上
州
大
王
池
亭
同
賦
度
水
落
花
来
各
分
一
字
応
教
」〔
三
〇
七
〕。

（
19
）　
『
本
朝
文
粋
』「
初
冬
翫
紅
葉
応
太
上
法
皇
製
」〔
三
一
〇
〕。

（
20
）　

前
掲
。
注
（
15
）
参
照
。

（
21
）　

前
掲
。
注
（
16
）
参
照
。

（
22
）　

岡
村
繁
『
白
氏
文
集 

九
』。
注
（
9
）
参
照
。

（
23
）　
『
全
唐
詩
』
巻
五
百
三
十
。（『
全
唐
詩
』
第
十
六
冊
・
中
華
書
局
。
一
九
六
〇
年
）。

（
24
）　

平
岡
武
夫
「
三
月
盡
―
白
詩
歳
時
記
―
」（『
研
究
紀
要
』
第
十
八
号
、
日
本
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
）、
小
島
憲

之
「
四
季
語
を
通
し
て
―
「
尽
日
」
の
誕
生
―
」（『
国
語
国
文
』
第
四
十
巻
第
一
号
、
昭
和
五
十
二
年
一
月
）。

（
25
）　

白
居
易
の
詩
人
意
識
に
つ
い
て
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
菅
野
氏
の
解
説
（
四
二
七
頁
）
参
照
。

（
26
）　

注
（
24
）
の
小
島
論
文
参
照
。

（
27
）　

太
田
郁
子
「『
和
漢
朗
詠
集
』
の
「
三
月
尽
」・「
九
月
尽
」」（『
国
文
学　

言
語
と
文
芸
』
九
一
号
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
）

（
28
）　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
和
漢
朗
詠
集
』〔
五
四
〕
注
参
照
。

（
29
）　

注
（
8
）
の
新
間
論
文
参
照
。
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